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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、「日本の公立小学校の教室内で、学級担任、外国人指導助手
（ALT）そして児童がどのように関わり合いながら英語を学び、教えているか」ということについて、実際の教
室内での三者のインタラクションを分析し明らかにし、これを小学校英語教育の更なる充実に貢献させることで
ある。
　調査の結果、三者は、共通語としての英語（English as a lingua franca: ELF）を使用する状況下で、あら
ゆる言語的・非言語的資源を使い、英語学習に取り組んでいることが分かった。また、様々な国からALTを採用
することで、英語学習者・使用者として多様なモデルを児童に示していることも分かった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study is to investigate how homeroom teachers (HRTs), 
assistant language teachers (ALTs), and pupils interact with each other to learn and teach English 
in English classes in a Japanese elementary school. The results of the study show that the three 
parties learn or teach English by utilizing various ways, such as the use of discourse markers, the 
interlocutors' L1, repetition, repair, and silence, using linguistic and non-linguistic resources 
available in order to achieve mutual understanding. Moreover, it is revealed that the ALTs in the 
study are hired not only from English-speaking countries but also from various countries, and they 
become model learners or users of English for the pupils.

研究分野：外国語教育（特に小学校英語教育）、教室談話分析

キーワード： 小学校英語教育　教室談話分析　会話分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　国際化に伴い、日本の公立小学校では、2020年度から高学年における英語の正式教科化、中学年における英語
活動の必修化が始まった。こうした背景を踏まえ、小学校における英語教育の機会が今後更に増えることから、
日本の小学校英語教育における教室内のインタラクションを録音分析し、学級担任とALTのより効果的なチーム
ティーチングの方法および教師と児童のより効果的な英語授業中の関わり方について探究することは非常に重要
な課題である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
国際化に伴い英語が「基本的なスキル」と見なされ（Graddol, 2006, p. 72）、昨今近隣のアジ
ア諸国が英語教育を推進している（Butler, 2015; Yano, 2009）。日本の公立小学校でも、2011年
度から小学校高学年を対象に週一回英語活動が必修化され、2020年度から高学年における英語
の正式教科化、中学年における英語活動の必修化が実施された。日本教材文化研究財団（2010）
によると、全国の人口 3 万人以上の市区町村の教育委員会のうち、97.0 %（293/302）が ALT 
を小学校へ派遣しており、英語活動では学級担任と ALTがチームティーチングをする形態が多
いことが分かる。そのため、本研究ではチームティーチングのコンテクストでの学級担任と ALT、
および児童のインタラクションに着目する。前述の通り、研究開始当初、日本では小学校におけ
る英語教育体制の確立途中であったため、日本の公立小学校でのチームティーチングの状況に
おいて、英語授業中のインタラクションを録音・収集して分析した研究はまだ少ない（ただし例
外として Aline & Hosoda, 2006; Hosoda & Aline, 2013; Hosoda, 2015参照）。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、「日本の公立小学校の教室内で、学級担任、ALT、そして児童がどのように
関わり合いながら英語を学び、教えているか」ということについて、実際の教室内での三者のイ
ンタラクションを会話分析的・教室談話分析的に分析し明らかにし、これを小学校英語教育の更
なる充実に貢献させることである。国際化に伴い、日本の公立小学校では、2011 年度から小学
校高学年を対象に週一回の英語活動が必修化され、2020年度から高学年における英語の正式教
科化、中学年における英語活動の必修化が始まった。こうした背景を踏まえ、小学校における英
語教育の機会が今後更に増えることから、日本の小学校英語教育における教室内のインタラク
ションを録音分析し、学級担任と ALTのより効果的なチームティーチングの方法および教師と
児童のより効果的な英語授業中の関わり方について探究することは非常に重要な課題である。 
 
３．研究の方法 
本研究の事前調査として、研究者は補助教員として 2013年度まで地域の小学校で授業中の支
援をしながら実地調査を行った。更に、2020年度からの英語正式教科化への移行期間であった
2019年に、再び研究対象校を訪問し追加調査を行った。その後、新型コロナウィルスの影響で
対象校への訪問に制限があり、2022年度は教育委員会へのインタビュー調査を行った。2023年
度は、対象校を訪問し、授業観察および授業中のインタラクションの録音・分析を行った。 
教室内の授業中の発話はボイスレコーダーで録音し、書き起こしたデータは主に会話分析（e.g. 

Sacks, et al., 1974）および教室談話分析（e.g., Rymes, 2009; Sinclair & Coulthard, 1975; Walsh, 
2013）の手法を用いて分析した。インタビューについては、研究者が予め質問を用意しつつ、被
面接者の回答に応じて質問内容を追加したり順序を変更したりしながら進める半構造化面接
（Mackey & Gass, 2005）を行い、面接内容をボイスレコーダーで録音し書き起こしたデータを
分析した。 
 
４．研究成果 
（１）授業中の観察およびインタラクション分析 
調査の結果、学級担任、ALT、そして児童の三者は、共通語としての英語（English as a lingua 

franca: ELF）を使用する状況下で、あらゆる言語的・非言語的資源を使い、互いの関係を良好
に保ちつつ、英語学習に取り組んでいることが分かった。具体的には、談話標識（discourse 
markers）、相手の第一言語、繰り返し（repetition）の使用、および修復（repair）や沈黙（silence）
による相手のイレギュラーな発話への対応等が挙げられる。修復や沈黙の現象に関しては、話し
手が聞き手の第一言語を使用して相手の理解を促進したり相手の第一言語に適応しようと試み
る中で言い間違えがあった場合に、話し手との良好な関係を保つため、聞き手は直接言い間違え
を正すことなく相手の言葉をより適切な形に言い換えたり、時には沈黙を保ったりする場面も
見られた。一方で、文化的背景知識の違いや各々が持つ固定観念が要因となり、三者間で誤解が
生じる場面も見られた。 
 
（２）教育委員会へのインタビュー調査 
教育委員会へのインタビュー調査では、所謂英語圏出身のALTだけでなく、様々な国からALT
を採用することで、英語学習者・使用者として様々なモデルを児童に示していることが分かった。
研究対象校がある市（以下、A 市）の教育委員会では、当初、所謂英語圏（内円: inner circle, 
Kachru, 1985）出身の ALTを採用することが望ましいと考えていたが、様々な国から ALT志
願者が現れ、採用時のインタビューや実際の授業での様子を通して、ALT が必ずしも英語圏出
身である必要はなく、英語を第一言語としない ALTもまた、児童の学習者モデルとして良い影
響を与えることが分かり、大切なことはどこの国の出身かということではなく、児童への接し方、
英語教育に対する熱意、自身の文化を伝える表現力等であり、一人一人の人間性を重視したいと



いう考えに変わったことが分かった。こうして ALTの多様性を重んじる A市では、様々な国出
身の ALTが活躍しており、授業中だけでなく休み時間等、授業外の時間も子どもたちが積極的
にALTと交流する様子が見られ、児童に良い影響を与えていることが分かった。このようにALT
の多様性を受け入れる環境は、出身国を問わず様々な人と共通語としての英語を介しコミュニ
ケーションを図ろうとする ELF（English as a lingua franca）の状況を体現していると言える
だろう。小学校の英語教育では、言語教育だけでなく、コミュニケーション教育も重視している
ため、今後も A市の ALTの多様性に関する動きに注目して行きたいと考える。 
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